
（様式第１号） 

罹 災 証 明 申 請 書 

 
令和○○年○○月○○日  

 八幡平市長 佐々木 孝弘 様 

 

申請者 住所  八幡平市野駄第２１地割１７０番地     

氏名  八幡平 太郎               

電話 （ ０１９５ ） ７４ － ２１１１    

 

罹災の場所 八幡平市野駄２１－１７０ 

罹 災 住 家 ☑住 家 （☑持家 / □借家：所有者名        ） 

申請者と罹災 

住家の関係 
☑所有者 □管理者 □占有者 □借家人 □その他（    ） 

世 帯 員 

氏   名 続 柄 性別 生 年 月 日 備 考 

八幡平 太郎 世帯主 男 昭和 49 年 4 月 1 日  

八幡平 花子 妻 女 昭和54年10月４日  

八幡平 大輔 子 男 平成 14 年 5 月 2 日  

八幡平 一郎 父 男 昭和 18 年 6 月 9 日  

八幡平 桃子 母 女 昭和 23 年 7 月４日  

罹 災 日 時 

及 び 理 由 

令和○○年○○月○○日（○） １４時４６分頃 

理由：○○大震災 

罹 災 内 容 

基礎にひび割れ、基礎が移動 

壁にひび割れ、壁が剥離 

屋根が破損 

備 考  

 

罹 災 証 明 書 

罹災程度 
□ 全 壊  □ 大規模半壊   □ 半 壊   

□ 準半壊  □ 準半壊に至らない（一部損壊） 

八幡平市（罹災）第    号 

上記のとおり、相違ないことを証明する。 

  年  月  日 

           岩手県八幡平市長  佐々木 孝 弘 

①罹災証明は、住家に被害を受けたものに限られ、災害救助の一環として当市が確認できる罹災程度

について証明するものです。 

②この証明は、民事上の権利義務関係に効力を有するものではありません。 

③構造体等の内部資材の被害で、表面に現れない被害がある場合は、この証明の罹災程度と異なるこ

ともあります。 

記入例（地震） 

など 

被災した家屋の所在地を

記入してください。 

被災した住家に住んでい

る世帯員の方を全員記入

してください。 

災害のあった日時や時

間、内容をできるだけ詳

しく記入してください。 



（様式第１号） 

罹 災 証 明 申 請 書 

 
令和○○年○○月○○日 

 八幡平市長 佐々木 孝弘 様 

 

申請者 住所 岩手県八幡平市野駄第２１地割１７０番地   

氏名  八幡平 太郎               

電話 （ ０１９５ ） ７４ － ２１１１    

 

罹災の場所 岩手県八幡平市野駄２１－１７０ 

罹 災 住 家 ☑住 家 （☑持家 / □借家：所有者名        ） 

申請者と罹災 

住家の関係 
☑所有者 □管理者 □占有者 □借家人 □その他（    ） 

世 帯 員 

氏   名 続 柄 性別 生 年 月 日 備 考 

八幡平 太郎 世帯主 男 昭和 49 年 4 月 1 日  

八幡平 花子 妻 女 昭和54年10月４日  

八幡平 大輔 子 男 平成 14 年 5 月 2 日  

八幡平 一郎 父 男 昭和 18 年 6 月 9 日  

八幡平 桃子 母 女 昭和 23 年 7 月４日  

罹 災 日 時 

及 び 理 由 

令和〇年〇月〇日（月） １６時００分頃 

理由：令和〇年〇月〇日の大雨（台風〇号） 

罹 災 内 容 

 

床上浸水、強風による屋根破損  など 

備 考  

 

罹 災 証 明 書 

罹災程度 
□ 全 壊  □ 大規模半壊   □ 半 壊   

□ 準半壊  □ 準半壊に至らない（一部損壊） 

八幡平市（罹災）第    号 

上記のとおり、相違ないことを証明する。 

  年  月  日 

           岩手県八幡平市長  佐々木 孝 弘 

①罹災証明は、住家に被害を受けたものに限られ、災害救助の一環として当市が確認できる罹災程度

について証明するものです。 

②この証明は、民事上の権利義務関係に効力を有するものではありません。 

③構造体等の内部資材の被害で、表面に現れない被害がある場合は、この証明の罹災程度と異なるこ

ともあります。 

記入例（水害） 

被災した家屋の所在地を

記入してください。 

被災した住家に住んでい

る世帯員の方を全員記入

してください。 

災害のあった日時や時

間、内容をできるだけ詳

しく記入してください。 


